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決 算 審 査 意 見 に つ い て                

 

 

  地方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付された平成２６年度塩竈市

公営企業会計（病院事業会計、水道事業会計）の決算及び附属書類を審査したので、

別紙のとおり意見を提出します。 
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凡              例 

 

 1 予算と対比する決算額の数値については消費税を含み、財務諸表の数値については、 

    消費税を除いている。 

 2 各表中に用いた数値（執行率を除く）については、数値未満を四捨五入して表示した。

執行率の数値については、数値未満を切り捨てて表示した。 

 3 執行率は、予算額に対する決算額の比率である。 

 4 各表中の符号の用法は、次のとおりである。 

  「 - 」 ------------------------ 該当値がないもの、算出不能又は無意味なもの 

  「 0 」 又は「 0.0 」 -------- 該当値はあるが、単位未満のもの 

  数値頭の「 △ 」 又は「 - 」  負数又は減数  例（△0.12）(-0.12) 
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平成２６年度塩竈市公営企業会計決算審査意見 

 

 

第１ 審 査 の 対 象        

平成 26 年度塩竈市立病院事業会計決算 

平成 26 年度塩竈市水道事業会計決算 

   

 

第２ 審 査 の 期 間        

   平成 27年 5月 20 日から同年 8月 6日まで 

 

 

第３ 審 査 の 方 法        

     審査は、市長から審査に付された平成 26年度各企業会計の決算書類及び同付属書類が、地方公

営企業法及び関係法令に基づいて作成されているか、その計数が正確か、企業の経営成績及び財

政状態を適正に表示しているかを審査するとともに、関係者から説明を聴取するなどの方法によ

り実施した。 

 

 

第４ 審 査 の 結 果        

   審査に付された決算書類及び同付属書類は、地方公営企業法及び関係法令に基づいて作成され

ており、その計数は正確で、各企業の経営成績並びに財政状態を適正に表示しているものと認め

られた。 

 なお、各企業会計の予算執行及びに決算状況、経営成績並びに財政状態、意見等については後

述のとおりである。また、別紙のとおり「決算審査資料」を作成添付したので参照願いたい。 
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第５ 決 算 の 状 況        

 

本年度の公営企業会計（病院・水道）全体の決算収支状況は次表のとおりである。 

 

 １）収 益 的 収 入 及 び 支 出             

（単位：円、％） 

増　減　額 増減率

病院事業 2,939,809,000 2,863,937,216 3,017,821,524 △153,884,308 △5.1

水道事業 1,732,539,000 1,737,976,909 1,717,798,985 20,177,924 1.2

計 4,672,348,000 4,601,914,125 4,735,620,509 △133,706,384 △2.8

病院事業 2,916,266,000 2,850,566,024 2,780,158,990 70,407,034 2.5

水道事業 1,508,565,000 1,423,368,948 1,417,915,442 5,453,506 0.4

計 4,424,831,000 4,273,934,972 4,198,074,432 75,860,540 1.8

247,517,000 327,979,153 537,546,077 △209,566,924 △39.0収支差引額

　  　　区　分

　事業名
前年度決算額

対 前 年 度 比 較
本年度予算現額 本年度決算額

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

 

 

 ２）資 本 的 収 入 及 び 支 出             

（単位：円、％） 

増　減　額 増減率

病院事業 536,325,000 530,445,406 256,362,318 274,083,088 106.9

水道事業 517,977,000 303,697,403 526,713,651 △223,016,248 △42.3

計 1,054,302,000 834,142,809 783,075,969 51,066,840 6.5

病院事業 695,755,000 663,773,479 444,695,590 219,077,889 49.3

水道事業 993,853,000 819,627,441 968,618,124 △148,990,683 △15.4

計 1,689,608,000 1,483,400,920 1,413,313,714 70,087,206 5.0

△635,306,000 △649,258,111 △630,237,745 △19,020,366 3.0

対 前 年 度 比 較

資
本
的
収
入

資
本
的
支
出

収支差引額

　  　　区　分

　事業名
本年度予算現額 本年度決算額 前年度決算額
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